
筑
紫
（
九
州
）
の
万
葉
集
と
風
景
画
シ
リ
ー
ズ
（
第
四
十
七
回
）

遣
新
羅
使
と
万
葉
集

「
生い

駒こ
ま

山や
ま

」

～
平
城
京
か
ら
筑
紫
（
九
州
）・
朝
鮮
半
島
・
大
陸
へ
の
道
～

①

大
阪
平
野
と
奈
良
盆
地
を
隔
て
て
屏
風
の
よ
う
に
立
ち
は
だ
か
る
生
駒
山
地
。
主
峰
の
生
駒
山

は
標
高
六
四
二
メ
ー
ト
ル
、
奈
良
時
代
の
都
「
平
城
京
」（
現
・
奈
良
市
佐
紀
町
）
の
自
然
の
要
害

で
あ
る
と
と
も
に
古
来
、
こ
の
山
を
様
々
な
人
と
物
が
越
え
、
難
波
津(

古
代
、
大
坂
湾
に
存
し
た

港
名)

か
ら
瀬
戸
内
海
を
経
て
筑
紫
（
九
州
）、
朝
鮮
半
島
、
中
国
大
陸
へ
と
つ
な
が
る
海
上
交
通

の
重
要
な
起
点
で
も
あ
っ
た
。

（
写
生
地
）
平
城
京
跡
か
ら
西
へ
１
０
数
キ
ロ
離
れ
た
奈
良
県
と
大
阪
府
の
境
界
地
に
そ
び
え
る

「
生
駒
山
」
を
描
く
（
杏
花
）



②

古
く
か
ら
生
駒
山
を
越
え
る
峰
道
は
い
く
つ
か
の
ル
ー
ト
が
あ
っ
た
が
和
銅
三
年
（
七
一
〇
）
に

都
が
奈
良
盆
地
の
北
端
、
平
城
に
遷
さ
れ
て
か
ら
は
、
平
城
京
と
西
の
玄
関
口
で
あ
っ
た
難
波
津

へ
は
生
駒
山
の
南
、
標
高
四
五
五
メ
ー
ト
ル
を
越
え
る
峠
「

暗
く
ら
が
り

峠
と
う
げ

」
越
え
が
東
西
一
直
線
の

最
短
距
離
の
道
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
主
要
ル
ー
ト
で
あ
っ
た
と
の
説
が
一
般
的
で
あ
る
。

・
こ
の
大
阪
と
奈
良
を
暗
峠
を
越
え
て
通
じ
る
旧
街
道
は
「
暗
越
奈
良
街
道
」
と
呼
ば
れ
、
と
く

に
江
戸
時
代
に
は
伊
勢
参
り
の
道
と
し
て
賑
わ
っ
た
こ
と
が
『
河
内
名
所
図
会
』
に
、「
大
阪
よ
り

大
和
及
び
伊
勢
参
宮
道
な
り
、
峠
村
に
は
茶
屋
旅
舎
多
し
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

・
こ
の
旧
街
道
は
現
在
の
大
阪
（
大
阪
市
中
央
区
）
～
奈
良
（
奈
良
市
三
条
）
間
、
全
長
約
３
７

ｋ
ｍ
の
国
道
３
０
８
号
線
に
あ
た
る
。

③

「
暗
峠
」
は
奈
良
県
生
駒
市
か
ら
大
阪
府
東
大
阪
市
へ
通
ず
る
約
２
・
５
ｋ
ｍ
の
峠
道
で
あ
る
が
、

道
は
険
し
く
急
峻
で
道
幅
も
狭
く
今
も
公
道
の
中
で
は
難
路
と
し
て
有
名
で
あ
る
。

⦿

生
駒
山
を
越
え
る
道
は
、
万
葉
人
に
と
っ
て
は
妻
恋
い
の
道
で
あ
っ
た
ら
し
く
万
葉
集
に
は
次
の

歌
な
ど
が
詠
わ
れ
て
い
る
。

〇
天
平
八
（
七
三
六
）
年
六
月
、
新
羅
（
朝
鮮
半
島
南
東
部
に
あ
っ
た
国
）
に
遣
わ
さ
れ
た
使
人
た

ち
は
瀬
戸
内
海
を
経
由
し
筑
紫
を
経
て
朝
鮮
半
島
へ
向
う
た
め
、
大
和
朝
廷
の
外
港
で
あ
っ
た
難

波
津
に
集
合
し
て
か
ら
出
港
し
た
。

・
万
葉
集
に
は
遣
新
羅
使
人
た
ち
は
、
出
帆
ま
で
に
時
間
が
あ
っ
た
の
か
寸
暇
を
割
い
て
、
当
時
の

都
、
平
城
京
に
残
し
た
妻
や
恋
人
に
、
ひ
と
目
の
逢
瀬
を
求
め
、
京
と
難
波
の
境
界
に
あ
る
「
生

駒
山
」
を
越
え
て
寸
時
会
い
、
ま
た
ト
ン
ボ
返
り
で
難
波
の
港
に
戻
っ
た
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
る

時
の
次
の
二
首
の
歌
が
あ
る
。



１
）
夕
さ
れ
ば

ひ
ぐ
ら
し
来き

鳴な

く

生
駒
山

越
え
て
そ
吾あ

が
来
る

妹い
も

が
目
を
欲ほ

り

巻
十
五
―
３
５
８
９

 
 
 

作
者

秦
は
だ
の

間は
し

満ま
ろ

（
解
説
）
夕
方
に
な
る
と
、
ヒ
グ
ラ
シ
が
来
て
鳴
く
生
駒
山
を
、
越
え
て
私
は
行
く
。
妻
に
逢
い
た

く
て
。 

 
 

＊
「
目
を
欲
り
」
は
逢
い
た
い
の
意
。

・
作
者
が
生
駒
山
を
越
え
た
峠
と
見
ら
れ
て
い
る
「
暗
峠
」
の
地
名
は
樹
木
が
う
っ
そ
う
と
覆
い
し

げ
り
、
昼
な
お
暗
い
こ
と
が
地
名
の
由
来
と
も
言
わ
れ
る
。

・
こ
の
歌
に
詠
わ
れ
て
い
る
「
ヒ
グ
ラ
シ
」
は
九
州
・
四
国
・
本
州
の
山
地
、
特
に
広
葉
樹
や
ス
ギ

な
ど
の
薄
暗
い
林
内
に
生
息
し
六
月
下
旬
か
ら
九
月
中
旬
に
か
け
て
、
朝
四
時
か
ら
七
時
、
午
後
四

時
か
ら
七
時
こ
ろ
ま
で
鳴
き
、
雨
の
日
は
日
中
も
鳴
く
。
鳴
き
声
が
な
ん
と
な
く
も
の
悲
し
く
哀
調

が
あ
る
。

・
井
村
哲
夫
著
「
万
葉
の
歌
」
に
は
伝
未
詳
で
あ
る
が
遣
新
羅
使
人
の
一
人
秦

は
だ
の

間は
し

満ま
ろ

が
就
航
前

の
短
い
暇
を
み
つ
け
慌
た
だ
し
く
生
駒
山
を
越
え
る
暗
峠
を
経
て
難
波
津
か
ら
約
３
０
キ
ロ
離
れ

た
平
城
の
都
に
住
む
妻
の
も
と
へ
急
い
だ
と
き
の
歌
で
あ
る
。
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

２
）
妹
に
逢
は
ず

あ
ら
ば
為
方

す

べ

無な

み

石い
は

根ね

踏

む

生
駒
の
山
を

越
え
て
そ
吾あ

が
来く

る

巻
十
五
―
３
５
９
０

作
者

未
詳



（
解
説
）
い
と
し
い
妻
に
逢
わ
な
い
で
い
れ
ば
、
ど
う
に
も
し
ょ
う
が
な
い
の
で
、
岩
を
踏
ん
で
歩

く
険
し
い
生
駒
山
を
越
え
て
や
っ
て
き
た
こ
と
だ
。

・
こ
の
歌
の
題
詞
は
「
し
ま
（
暫
）
し
く
私
の
家
に
還
り
て
思
を
陳
ぶ
と
い
ふ
。」
と
あ
る
。
即
ち
、

難
波
津
で
就
航
を
待
つ
、
遣
新
羅
使
の
一
人
が
、
ご
く
暫
く
の
間
、
一
刻
も
は
や
く
恋
し
い
妻
に
逢

う
た
め
、
石
や
岩
の
ご
つ
ご
つ
し
た
歩
き
に
く
い
道
で
あ
っ
た
が
距
離
の
短
い
暗
峠
道
を
選
び
平
城

に
あ
る
家
に
帰
っ
た
時
に
詠
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
参
考
文
献
）
日
本
古
典
文
学
大
系
「
万
葉
集
」、
井
村
哲
夫
著
「
万
葉
の
歌
」
山
崎
し
げ
子
編
「
奈
良
大
和
路
の
万
葉
歌
碑
」
等

（
写
生
地
）

・
生
駒
山
の
東
麓
を
南
北
に
運
行
す
る
近
鉄
生
駒
線
「
南
生
駒
駅
」
か
ら
国
道
３
０
８
号
線
が
ほ

ぼ
一
直
線
に
西
に
あ
る
暗
峠
に
向
か
う
。
坂
道
が
勾
配
を
強
め
る
あ
た
り
の
奈
良
県
生
駒
市
萩
原
か

ら
生
駒
山
の
東
側
の
ほ
ぼ
全
景
が
見
渡
せ
る
萩
原
町
の
高
台
に
あ
る
棚
田
横
か
ら
山
頂
に
テ
レ
ビ

塔
が
林
立
す
る
生
駒
山
と
中
腹
ま
で
家
並
み
が
続
く
暗
峠
方
向
を
描
く
。

（
杏

花
）


